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 地球温暖化問題への対応として近年検討されている太陽光発電の大量導入の際に、太陽光発電の不確

実性の影響から大量の補償機器の導入が必要とされている。現在これに対し、さまざまな対策が練られ

ているところである。スマートグリッドは、需要家に導入されたヒートポンプ給湯機や電気自動車など

の可制御機器や、再生可能エネルギーそのものを制御することによって、系統のエネルギーの流れをス

リム化し、設備拡充を最小化することによって電量系統の経済性を確保することを目的とする構想であ

る。しかしながら、具体的なスマートグリッドの性能評価は難しい。離散、連続を含めた大量のパラメ

ータが存在することや、不確実性を踏まえた上での評価を下す必要があるからである。 

本研究ではスマートグリッドの評価を行うために、まずは不確実性を排した上で、蓄電池の運用戦略を

定め、蓄電池の運用を一意に決定する。その上でスマートグリッドにおいて各可制御負荷や再生可能エ

ネルギーの出力を制御可能である場合における系統への影響について把握した。 

 


